
 

 

８月 ほけんだより 
 令和 7年８月 

桜堤保育園 

７月にはいってから大きな感染症の流行は見られず、元気に登園する子どもたちの声が毎日聞こえてきます。これからしば

らくは暑い日が続き、年齢が小さい子ほど体力の消耗が激しくなることが考えらます。園でも暑さ対策を工夫しながら過ご

していますが、おうちでも生活リズムを整え、睡眠をしっかりとって、暑い時期を乗り越えましょう！ 

病名 症状 登園の目安 

ヘルパンギーナ ・突然の発熱 

・上顎の奥に周囲が赤くなった１～数ミリの小さな水泡ができる 

熱が下がり、通常の食事が

とれる 

咽頭結膜熱 

（プール熱） 

・突然の発熱、３～５日の高熱 

・目やに、目の充血・咽頭通、扁桃腺の腫れ 

発熱・充血等の主な症状が

消えた後、２日経過している 

手足口病 ・手のひら、足の裏、太ももを中心にポツポツできる 

・口の中が痛む為、飲んだり食べたりするのを嫌がる 

咳などの症状が安定し、 

全身状態がいい 

昨年はこの時期ヘルパンギーナが流行していました。暑さで体調を崩しやすいこの時期は様々な感染症に注意が必要です。 

咽頭結膜熱（プール熱）：医師による登園許可証が必要         ヘルパンギーナ・手足口病：保護者による登園届が必要 

保育園では乳児を中心に、結膜炎のお子さんが数名見られています。下記のよ

うに感染症の場合もあるため、目の症状に関しては注意が必要です。朝起きた

際の目やにや目の充血、かゆみがある場合は登園前に受診をお願いします。 

・・・夏に流行しやすい感染症・・・


